
第
三
項　

屋　

根

一
　
屋
根
瓦

　

正
倉
は
大
正
二
年
に
解
体
修
理
さ
れ
屋
根
も
葺
き
替
え
ら
れ
て
い
る
が
、
創
建
以
来
の
各

時
代
の
瓦
が
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
軒
平
瓦
・
軒
丸
瓦
・
平
瓦
・
丸
瓦
・
熨
斗
瓦
に

つ
い
て
は
時
代
毎
に
そ
の
状
況
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
（
注
九
）、
鬼
瓦
と
鳥
衾
瓦
に
つ
い
て
は
、

そ
の
種
類
毎
に
見
て
い
く
。

（
一
）
奈
良
時
代

　

奈
良
時
代
の
瓦
は
、
平
瓦
・
丸
瓦
が
残
っ
て
お
り
、
平
瓦
を
半
裁
し
た
も
の
が
熨
斗
瓦
に

使
わ
れ
て
い
た
ほ
か
、
隅
棟
か
ら
、
も
と
使
わ
れ
て
い
た
奈
良
時
代
と
思
わ
れ
る
熨
斗
瓦
が

見
つ
か
っ
た
。

イ　

平　

瓦

　

奈
良
時
代
の
平
瓦
は
、
七
三
九
枚
（
平
瓦
全
体
の
三
・
二
六
％
）
残
存
し
て
い
た
。
そ
の

う
ち
、
桶
巻
き
作
り
が
五
三
八
枚
、
一
枚
作
り
が
二
〇
一
枚
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
表
に
は

布
目
、
裏
面
に
は
縄
叩
き
目
が
施
さ
れ
て
い
た
。
東
大
寺
造
営
時
に
は
、
平
瓦
の
製
瓦
技
術

は
桶
巻
き
作
り
か
ら
一
枚
作
り
に
移
行
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
残
っ
て
い
た
奈
良
時

代
の
平
瓦
の
う
ち
、
桶
巻
き
作
り
が
約
七
三
％
で
、
そ
の
ほ
か
の
約
二
七
％
が
一
枚
作
り
と

い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
平
瓦
の
規
格
は
、
長
さ
三
五
〇
～
四
〇
〇
㎜
で
あ
り
、
長
さ
で
五
種

類
に
分
類
さ
れ
、
三
六
〇
～
三
七
〇
㎜
の
も
の
が
最
も
多
い
。
瓦
の
幅
は
、
狭
端
部
は
二
一

〇
～
二
六
〇
㎜
内
外
、
広
端
部
は
二
五
〇
～
二
九
〇
㎜
内
外
の
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
正
倉

か
ら
当
時
の
一
尺
寸
法
を
割
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
平
城
宮
な
ど
の
状
況
か
ら

考
え
る
と
、
天
平
期
の
一
尺
は
、
二
九
六
㎜
内
外
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
正
倉
の
瓦
割
は
約

一
尺
と
考
え
ら
れ
る
。

　

桶
巻
き
作
り
と
思
わ
れ
る
瓦
に
は
、
布
の
綴
目
、
粘
土
の
合
わ
せ
目
、
顕
著
な
模
骨
痕
等

の
桶
巻
き
作
り
特
有
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
た
。
一
枚
作
り
は
、
そ
の
製
造
工
程
の
特
徴
で
あ

る
側
に
布
が
回
り
込
ん
だ
痕
が
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
裏
面
狭
端
部
の
ナ
デ
消
し
は

な
く
、
裏
面
全
面
に
縄
叩
き
が
あ
る
こ
と
、
桶
巻
き
作
り
に
比
べ
谷
が
浅
い
こ
と
、
厚
さ
が

薄
い
こ
と
等
の
特
徴
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
一
枚
作
り
の
瓦
に
は
「
東
」「
東
大
」
と
い
っ
た

文
字
の
刻
印
の
あ
る
も
の
が
発
見
さ
れ
た
。

ロ　

丸　

瓦

　

奈
良
時
代
の
丸
瓦
は
、
一
〇
一
本
（
丸
瓦
全
体
の
一
・
四
一
％
）
で
あ
っ
た
。
表
面
に
は

縄
叩
き
目
、
裏
面
に
布
目
が
あ
っ
た
。
胴
の
長
さ
、
玉
縁
の
長
さ
の
違
い
や
、
玉
縁
取
り
付

き
方
の
違
い
、
面
の
取
り
方
や
面
取
の
箇
所
の
違
い
に
よ
り
、
約
九
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。

　

玉
縁
の
取
り
付
き
が
浅
く
、
玉
縁
が
長
い
も
の
が
桶
巻
き
作
り
の
平
瓦
に
対
応
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
お
よ
そ
六
種
類
に
分
類
さ
れ
、
胴
の
長
さ
三
〇
五
～
三
二
五
㎜
で
、
長
さ

三
二
〇
㎜
前
後
、
玉
縁
長
さ
は
六
〇
～
七
〇
㎜
前
後
の
も
の
で
、
長
さ
三
二
〇
㎜
前
後
、
玉

縁
長
さ
は
七
〇
㎜
前
後
の
も
の
が
最
も
多
く
見
ら
れ
る
。
裏
の
面
取
は
小
さ
く
、
玉
縁
部
分

の
面
取
は
大
き
い
。

　

玉
縁
の
取
り
付
き
が
深
く
、
玉
縁
が
短
い
も
の
が
一
枚
作
り
の
平
瓦
に
対
応
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
お
よ
そ
三
種
類
に
分
類
さ
れ
、
胴
の
長
さ
三
〇
〇
～
三
二
〇
㎜
、
玉
縁
長
さ

五
〇
～
六
〇
㎜
の
も
の
で
、
胴
の
長
さ
三
一
〇
～
三
二
〇
㎜
、
玉
縁
長
さ
五
〇
～
五
五
㎜
の

も
の
が
最
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　

そ
の
他
玉
縁
の
取
り
付
き
が
中
間
の
も
の
が
一
種
類
み
ら
れ
、
胴
の
長
さ
約
三
〇
〇
㎜
、

玉
縁
長
さ
約
六
〇
㎜
で
、
玉
縁
の
外
側
に
も
面
取
が
見
ら
れ
た
。

ハ　

熨
斗
瓦

　

熨
斗
瓦
に
使
わ
れ
て
い
た
奈
良
時
代
の
瓦
は
、
平
瓦
を
半
裁
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
隅

棟
な
ど
の
葺
土
の
中
か
ら
奈
良
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
熨
斗
瓦
が
発
見
さ
れ
た
。

　

見
つ
か
っ
た
熨
斗
瓦
は
、
長
さ
三
一
五
㎜
内
外
、
幅
一
二
〇
～
一
四
〇
㎜
、
厚
さ
二
五
㎜

内
外
で
瓦
の
表
面
に
は
布
目
の
つ
い
た
面
と
縄
目
の
つ
い
た
面
が
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
熨
斗
瓦
は
、
瓦
の
側
か
ら
二
五
㎜
程
度
が
風
蝕
し
て
お
り
、
側
か
ら
四
五
㎜
ぐ
ら
い
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図153　文字が刻印された奈良時代の一枚作りの平瓦

①　

刻
印
「
東
」（
右
か
ら
表
・
裏
・
詳
細
）

②　

刻
印
「
𡗗
」（
右
か
ら
表
・
裏
・
詳
細
）

③　

刻
印
「
家
」（
右
か
ら
表
・
裏
・
詳
細
）
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図154　桶巻き作りの特徴が顕著な奈良時代の平瓦

①　

布
綴
じ
目
（
右
か
ら
表
・
裏
・
詳
細
）

②　

布
綴
じ
目
（
右
か
ら
表
・
裏
・
詳
細
）

③　

粘
土
繋
ぎ
目
（
右
か
ら
表
・
裏
・
詳
細
）
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Ａ
（
右
か
ら
表
・
裏
）

Ｂ
（
右
か
ら
表
・
裏
）

Ｄ
（
右
か
ら
表
・
裏
）

Ｅ
（
右
か
ら
表
・
裏
）

図155　玉縁の取り付けが浅い奈良時代の丸瓦　その₁

Ｃ
（
右
か
ら
表
・
裏
）

Ｆ
（
右
か
ら
表
・
裏
）
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Ｇ
（
右
か
ら
表
・
裏
）

Ｈ
（
右
か
ら
表
・
裏
）

Ｉ
（
右
か
ら
表
・
裏
）

Ｋ
（
右
か
ら
表
・
裏
）

図157　玉縁の取り付けが深い奈良時代の丸瓦

Ｊ
（
右
か
ら
表
・
裏
）

Ｌ
（
右
か
ら
表
・
裏
）

図158　玉縁の取り付けが中間の奈良時代の丸瓦

図156　玉縁の取り付けが浅い奈良時代の丸瓦　その₂
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図159　隅棟から発見された奈良時代の熨斗瓦
右から表面・裏面・木口面・割断面詳細。

表12　発見された熨斗瓦の一覧 ■大棟の中₉個体以下　すべて破片 ・・・うち₁個体のみ形がわかる
■隅棟の中10個体 完形₅ すべて二の鬼瓦の後方より ・・・すべて形がわかる

破片₅ すべて稚児棟より ・・・すべて形がわかる

場所 幅（㎜） 長（㎜） 厚（㎜） 割筋深（㎜） 割筋側 割溝の反対側 糸切跡 短端部 長端部 分割数

1 二の鬼
瓦後方

124～127 310 23 3 布目、下 縄目、上 両面 平滑 風蝕？
完全形

ほぼ平ら （端不明） 側から45㎜葺土痕 側から45～55㎜葺土痕
側から25㎜は風蝕？

2 二の鬼
瓦後方

120～132 310～315 23 3 布目 縄目、弱 両面 平滑 風蝕？
完全形プロペラ状に

焼きゆがみ 両端までしっかり 側から50㎜葺土痕 不明 葺痕あり

3 二の鬼
瓦後方

127～132 315 25 3 布目 縄目 両面 平滑 平滑
完全形

ほぼ平ら 両端までしっかり 側から35㎜葺土痕 側から24㎜風蝕
側から40㎜葺土痕 葺痕あり

4 二の鬼
瓦後方

133～135 316～320 21～27 2 縄目 布目なし 両面 平滑 風蝕
完全形

ほぼ平ら （端不明） 側から35㎜風蝕 胎土粗 葺痕60㎜

5 二の鬼
瓦後方

128～135 310～315 25 5 縄目 布目なし 両面 平滑 風蝕
完全形

ほぼ平ら 両端まで 側から25㎜風蝕 胎土粗

6 稚児
棟内

137～140 316 25～27 2 縄目、上 布目なし、下 両面 平滑 上、風蝕
下、平滑 ₂個

平ら 両端まで 側から25㎜風蝕
側から47㎜葺土痕

胎土粗
側から60㎜指ナデ 葺痕あり

7 稚児
棟内

120～130 318 25 3 縄目、下 布目なし、上 両面 平滑 平滑 ₃個

平ら 両端まで （不明） 側から60㎜葺土痕、
指ナデ、側から25㎜風蝕

8 稚児
棟内

120～133 315 24 3 布目、下 縄目、薄 両面 平滑 風蝕 ₃個

両端まで 側から35㎜葺土痕
側から17㎜変色

側から50㎜葺土痕
側から25～30㎜風蝕

9 稚児
棟内

123～129 320 27 0～3～5 縄目、上 布目なし 布目側 平滑 平滑 ₃個
片方は40㎜手前で

きえてるか？
側から45㎜葺土痕
側から25㎜変色 側から55㎜葺土痕 縄目側は

ないか？

10 稚児
棟内

127 314 23 3 縄目 布目なし 両面 平滑 平滑 ₅個

側から25㎜風蝕
胎土粗

側から40㎜指ナデ？
側から100㎜葺土痕？

（一部欠）

11 大棟内
130 315 27 3 縄目 布目なし 布目側 平滑 平滑 ₄個

平ら 両端まで 側から45㎜葺土痕
側から25㎜風蝕？

胎土粗
側から50㎜葺土痕

縄目側は
なし （一部欠）
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図160　平安時代の平瓦

①
（
上
：
表
、
下
：
裏
）

③
（
上
：
表
、
下
：
裏
）

図161　平安時代の丸瓦

Ａ
（
右
か
ら
表
・
裏
）

の
所
に
は
葺
土
の
痕
跡
が
見
ら
れ
た
。
瓦
自
体
に
曲
が

り
は
な
く
、
全
体
が
平
ら
に
作
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
瓦
は
す
べ
て
半
裁
さ
れ
た
も
の
で
、
半
分
に
割
る
た

め
あ
ら
か
じ
め
中
央
に
線
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
た
。
こ
の
分
割
線
の
状
況
か
ら
熨
斗
瓦
で
あ

る
と
判
断
で
き
る
。

（
二
）
平
安
時
代

　

平
安
時
代
の
瓦
は
、
平
瓦
と
丸
瓦
が
残
っ
て
い
た
。

イ　

平　

瓦

　

平
安
時
代
の
平
瓦
は
、
一
二
〇
枚
（
平
瓦
全
体
の

〇
・
五
三
％
）
残
存
し
て
い
た
。
形
状
や
寸
法
か
ら
約

五
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。
表
面
に
は
布
目
、
裏
面
に
は

縄
目
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
粘
土
を
タ
タ
ラ
か
ら
切
っ

た
時
の
糸
切
痕
が
残
る
も
の
も
多
く
見
ら
れ
た
。

ロ　

丸　

瓦

　

平
安
時
代
の
丸
瓦
は
、
三
本
（
丸
瓦
全
体
の
〇
・
〇

四
％
）
で
あ
っ
た
。
表
面
に
は
縄
目
、
裏
面
に
は
布
目

が
見
ら
れ
る
。
厚
み
が
薄
く
大
き
な
歪
み
が
生
じ
て
い

る
も
の
が
多
か
っ
た
。

（
三
）
鎌
倉
時
代

　

修
理
前
、
大
正
期
に
次
い
で
多
く
使
わ
れ
て
い
た
の

が
鎌
倉
時
代
の
瓦
で
、
当
時
比
較
的
大
き
な
屋
根
の
修

理
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
た
。
そ
の
種
類
は
、

軒
平
瓦
・
軒
丸
瓦
・
平
瓦
・
丸
瓦
で
あ
っ
た
が
、
平
瓦

や
丸
瓦
に
は
加
工
痕
の
多
様
性
が
認
め
ら
れ
た
。

②
（
上
：
表
、
下
：
裏
）
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図162　鎌倉時代　各種軒瓦

③　

軒
丸
瓦

①　

軒
平
瓦
Ａ

②　

軒
平
瓦
Ｂ
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図163　鎌倉時代　各種平瓦
⑩以外は裏の叩き目のみ。番号は第五章第三節第五項（P.216～217）と合わせた。

⑩
（
右
：
表
、
左
：
裏
）

④
裏　

叩
き
目

⑨
裏　

叩
き
目

⑥
裏　

叩
き
目

⑪
裏　

叩
き
目

⑬
裏　

叩
き
目

⑫
裏　

叩
き
目

②
裏　

叩
き
目

①
裏　

叩
き
目

③
裏　

叩
き
目
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Ａ
紐
な
し
（
右
が
表
）

Ｂ
紐
な
し
（
右
が
表
）

Ｃ
紐
あ
り
（
右
が
表
）

Ｄ
紐
あ
り
（
右
が
表
）

Ｅ
紐
あ
り
（
右
が
表
）

Ｆ
紐
あ
り
（
右
が
表
）

図164　鎌倉時代前期　各種丸瓦
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図165　鎌倉時代後期　各種丸瓦

Ａ
紐
あ
り
（
右
が
表
）

Ｂ
紐
あ
り
（
右
が
表
）

Ｃ
紐
あ
り
（
右
が
表
）

Ｄ
紐
あ
り
（
右
が
表
）

イ　

軒
平
瓦

　

鎌
倉
時
代
の
軒
平
瓦
は
、
三
六
枚
（
軒
平
瓦
全
体
の
九
・

五
二
％
）
で
あ
っ
た
。
瓦
当
文
様
は
二
種
類
見
ら
れ
た
。
そ

の
ほ
と
ん
ど
に
あ
た
る
三
五
枚
は
、
瓦
当
中
央
に
「
東
」

「
大
」「
寺
」
の
文
字
を
そ
れ
ぞ
れ
圏
線
で
囲
み
、
左
右
に

唐
草
文
を
配
し
た
も
の
全
体
を
圏
線
で
囲
ん
だ
も
の
で
、
裏

面
に
は
菱
目
に
「
東
大
寺
」
の
文
字
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
っ
た
。
も
う
一
枚
は
、
瓦
当
文
様
は
風
蝕
に
よ
り
は
っ

き
り
と
分
か
ら
な
い
が
、
〇
を
並
べ
た
周
囲
を
圏
線
で
囲
み
、

そ
の
外
に
珠
文
を
配
し
て
い
る
も
の
で
、
裏
面
に
は
文
字
な

し
の
菱
目
叩
き
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ロ　

軒
丸
瓦

　

鎌
倉
時
代
の
軒
丸
瓦
は
、
一
本
（
軒
丸
瓦
全
体
の
〇
・
二

六
％
）
だ
け
で
あ
っ
た
。
瓦
当
文
様
は
左
巻
の
三
つ
巴
文
で
、

珠
文
数
は
一
八
個
だ
っ
た
。

ハ　

平　

瓦

　

鎌
倉
時
代
の
平
瓦
は
、
五
、
七
四
三
枚
（
平
瓦
全
体
二

五
・
三
一
％
）
で
、
大
正
期
に
次
い
で
多
か
っ
た
。
表
面
に

は
布
目
が
残
っ
て
い
て
、
裏
面
に
は
叩
き
目
が
残
さ
れ
て
い

た
。
叩
き
目
は
、
×
字
状
を
連
続
さ
せ
菱
目
を
表
現
し
、
さ

ら
に
「
東
大
寺
」
の
文
字
を
押
し
て
い
る
も
の
が
多
く
見
ら

れ
た
。
菱
目
の
大
き
さ
や
文
字
の
有
無
、
叩
き
目
の
形
状
の

違
い
か
ら
一
〇
種
類
に
分
類
で
き
た
。

ニ　

丸　

瓦

　

鎌
倉
時
代
の
丸
瓦
は
、
一
、
〇
四
三
本
（
丸
瓦
全
体
の
一
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四
・
五
五
％
）
で
あ
っ
た
。
丸
瓦
で
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
裏
面
に
吊
紐
痕
が
見
ら
れ
始
め
、

吊
紐
痕
の
有
無
や
、
紐
の
形
状
か
ら
分
類
す
る
と
、
鎌
倉
時
代
前
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
吊

紐
痕
の
な
い
も
の
が
二
種
類
、
紐
痕
の
あ
る
も
の
が
四
種
類
見
ら
れ
た
。
表
面
に
は
縄
叩
き

痕
、
裏
面
に
は
布
目
が
残
る
。
ま
た
鎌
倉
時
代
後
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
吊
紐
痕
の
あ
る
も

の
が
四
種
類
見
ら
れ
た
。
表
面
に
僅
か
に
縄
目
が
残
る
も
の
も
見
ら
れ
る
が
、
箆
ナ
デ
を
施

し
て
縄
目
が
見
え
な
く
な
る
も
の
が
多
く
な
る
。
裏
面
に
は
布
目
が
見
ら
れ
、
面
取
は
比
較

的
大
き
く
な
る
。

（
四
）
室
町
時
代

　

刻
印
な
ど
に
最
も
多
様
な
瓦
が
存
在
す
る
。
正
倉
の
修
理
に
関
す
る
記
録
は
残
っ
て
い
な

い
時
代
だ
が
、
瓦
か
ら
見
る
と
あ
る
程
度
の
修
理
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

種
類
は
、
鎌
倉
時
代
と
同
様
、
軒
平
瓦
・
軒
丸
瓦
・
平
瓦
・
丸
瓦
で
あ
っ
た
。
瓦
に
は
多
く

の
刻
印
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
刻
印
は
瓦
の
生
産
組
織
に
よ
る
出
来
高
を
把
握

す
る
た
め
に
押
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

イ　

軒
平
瓦

　

室
町
時
代
の
軒
平
瓦
は
、
一
二
枚
（
軒
平
瓦
全
体
の
三
・
一
七
％
）
で
あ
っ
た
。
瓦
当
文

様
は
三
種
類
確
認
さ
れ
た
。
瓦
当
中
央
に
「
東
」「
大
」「
寺
」
の
各
文
字
を
圏
線
で
囲
み
、

左
右
に
梵
字
を
配
し
た
も
の
が
九
枚
、
東
大
寺
の
文
字
の
周
り
に
圏
線
を
入
れ
た
も
の
が
二

枚
、
中
央
に
菊
、
左
右
に
唐
草
を
配
し
た
も
の
が
一
枚
見
ら
れ
た
。

ロ　

軒
丸
瓦

　

室
町
時
代
の
軒
丸
瓦
は
、
一
七
本
（
軒
丸
瓦
全
体
の
四
・
四
五
％
）
で
あ
っ
た
。
瓦
当
文

様
は
三
種
類
見
ら
れ
、
右
巻
の
三
つ
巴
文
に
珠
文
数
二
一
個
の
も
の
が
一
四
本
、
左
巻
三
つ

巴
文
に
珠
文
数
二
三
個
の
も
の
が
二
本
、
瓦
当
径
七
寸
で
中
心
に
梵
字
を
配
し
、
そ
れ
を
取

り
囲
む
よ
う
に
東
大
寺
大
仏
殿
の
各
文
字
を
圏
線
で
囲
ん
だ
も
の
が
一
本
見
ら
れ
た
（
注
一
〇
）。

ハ　

平　

瓦

　

室
町
時
代
の
平
瓦
は
、
六
七
〇
枚
（
平
瓦
全
体
の
二
・
九
五
％
）
で
あ
っ
た
。
瓦
表
面
に

布
目
・
叩
き
目
は
な
く
、
瓦
狭
端
部
の
凸
側
に
一
八
～
三
〇
㎜
程
度
の
大
き
な
面
が
取
っ
て

あ
っ
た
。
瓦
の
質
は
固
く
良
質
で
、
よ
く
焼
き
締
ま
っ
て
い
る
。

　

瓦
の
木
口
に
刻
印
が
見
ら
れ
、
そ
の
数
は
一
八
種
類
確
認
で
き
た
。

ニ　

丸　

瓦

　

室
町
時
代
の
丸
瓦
は
、
五
三
四
本
（
丸
瓦
全
体
の
七
・
四
五
％
）
で
あ
っ
た
。
裏
面
の
吊

紐
痕
の
有
無
や
、
紐
の
形
状
よ
り
分
類
す
る
と
、
室
町
時
代
中
期
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
も

の
は
、
吊
紐
痕
の
な
い
も
の
六
種
類
、
吊
紐
痕
の
あ
る
も
の
で
一
二
種
類
見
ら
れ
た
。
表
面

は
、
僅
か
に
縄
叩
き
の
残
る
も
の
も
見
ら
れ
る
が
、
箆
ナ
デ
を
施
し
て
い
る
。
裏
面
に
は
布

目
が
見
ら
れ
、
大
き
く
面
を
取
っ
て
い
る
。
室
町
時
代
後
期
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、

吊
紐
痕
の
な
い
も
の
が
六
種
類
、
吊
紐
痕
の
あ
る
も
の
で
八
種
類
見
ら
れ
た
。
表
面
は
丁
寧

な
箆
ナ
デ
を
施
し
て
い
る
。
裏
面
は
布
目
が
残
り
、
大
き
な
面
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
玉
縁

側
の
木
口
に
刻
印
を
押
し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
、
二
〇
種
類
の
刻
印
が
見
ら
れ
た
。
こ
の

時
代
の
瓦
は
焼
き
締
ま
り
、
表
面
は
箆
ナ
デ
に
よ
り
丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
、
燻
も
よ
く
残
っ

て
い
て
良
質
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
た
。

（
五
）
慶
長
期

　

慶
長
八
年
に
は
、
徳
川
家
康
に
よ
る
大
規
模
な
修
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
録
か
ら
わ
か

っ
て
い
る
（
注
一
一
）
が
、
屋
根
瓦
に
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
篦
書
の
あ
る
瓦
が
多
く
確
認
で
き
る
。

慶
長
期
と
分
類
し
た
瓦
は
す
べ
て
こ
の
時
の
修
理
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
修
理
前
の
棟
積

形
式
は
、
こ
の
慶
長
期
に
修
理
さ
れ
た
状
態
を
伝
え
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
鬼
瓦
や
鳥

衾
瓦
の
多
く
に
慶
長
期
の
も
の
が
使
わ
れ
て
い
た
。

イ　

軒
平
瓦

　

慶
長
期
の
軒
平
瓦
は
、
四
六
枚
（
軒
平
瓦
全
体
の
一
二
・
一
七
％
）
で
あ
っ
た
。
瓦
当
文

様
は
二
種
類
見
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
瓦
当
に
「
東
大
寺
」
の
文
字
の
み
を
配
し
た
も
の
で
、

文
字
の
書
体
と
大
き
さ
が
異
な
る
二
種
類
で
あ
っ
た
。
ま
た
平
瓦
と
同
じ
種
類
の
刻
印
が
押

さ
れ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
た
。
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